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―その色褪せぬ美が伝えるもの―

山口蓬春生誕130周年記念特別展

山口蓬春

開館時間：午前9時30分～午後4時
　　　 （入館は午後3時30分まで）
休 館 日：毎週月曜日
　　　　（10月9日を除く）、10月10日（火）

入 館 料：一　　 般 600円（高校生以下は無料）
　　　　 団体割引 100円割引
　　　　　　（20名以上の団体で1週間前までに予約した場合）
　　　　 障がい者割引　100円割引（同伴者1名を含む）
　　　　 連携館割引 100円割引
　　　　 年間入館券 1,800円　

主　　催：山口蓬春記念館・
         　　公益財団法人 JR東海生涯学習財団　　
後　　援：神奈川県教育委員会
         　　葉山町教育委員会
　　　　　福島県

※会期中に一部展示替えを予定しております。　
※展示作品は都合により一部変更することがあります。
※今後のコロナ禍の状況により、展覧会開催状況等が変更となる場合が
　ございますので、詳しくは当館ホームページ等でご確認ください。

※連携館：
　葉山しおさい公園・博物館（大人券のみ）　
　神奈川県立近代美術館 葉山（企画展の一般券・学生券のみ）
※当館展覧会を何度でもご覧いただけるお得な年間入館券も発売中
（発行月から翌年の同月末日まで有効）

（税込み）

山口蓬春《青沼新秋》昭和29年（1954） 第10回日展　個人蔵

と
福島

山口蓬春《山湖》昭和22年（1947） 第3回日展　松岡美術館蔵

令和5年(2023)

9月30日□

11月26日□日

土



ひ ま わ り

令和5年度 山口蓬春記念館 初冬企画展
旧山口蓬春邸国登録有形文化財登録記念

山口蓬春と吉田五十八
会期：令和5年（2023）12月2日（土）～令和6年（2024）1月28日（日）

次回展示のご案内

❶福島に取材した作品を一同に展示！
蓬春生誕130周年を記念して福島に取材した作品をご覧いただきます。東北の自然美溢れる様々な作
品をお楽しみください。

❷《榻上の花》を展示！
昭和20年代、「蓬春モダニズム」と称された西欧近代絵画の影響が顕著な一連の作品の中から代表的な
作品をご紹介します。

❸傑作《望郷》を展示！
昭和28年（1953）の第9回日展に出品された《望郷》は、シロクマとペンギンを描いた愛らしい作品です。
本作品のほかに小下図と小下絵も同時に展示いたします。
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関連イベントのご案内

●展示解説 10月6日（金）、13日（金）、20日（金）、27日（金）、
　　　　　　11月3日（金）、10日（金）、17日（金）、24日（金）10：30～（約30分）
　内　容　展示の見どころを学芸員が解説します。
　定　員　先着10名
　集　合　開始時間までに入館手続きをお済ませの上、受付付近にご集合ください。

●山口蓬春生誕日　10月15日（日））
　内　容　山口蓬春の生誕を記念して来館者全員にオリジナルグッズを差し上げます。

●邸園ツアー
　内　容　旧山口蓬春邸当時の庭園の息吹や吉田五十八設計による画室などについて学芸員が詳しく解
　　　　　説しながらご案内します。普段と一味違う山口蓬春記念館をお楽しみください。
日 時　10月15日（日）11：00～12：00、13：30～14：30
　参加費　無料（但し、当日の入館料は別途必要）
　定　員　先着10名
　申　込　開始10分前までに入館料をお支払いの上、正門前にご集合ください。
　　　　　 ※雨天の場合は、集合場所が変更になる場合があるので受付にてご確認ください。

●第62回　葉山特別見学会
　内　容　葉山町にある美術館・博物館を学芸員の解説付きで見学します。
　日　時 10月27日（金）9：30～14：30
　場　所　葉山しおさい博物館・山口蓬春記念館・神奈川県立近代美術館 葉山
　参加費　無料
　定　員　30名（応募者多数の場合は抽選）
　共　催　葉山町教育委員会
　締　切　10月13日（金）
　申　込　はがき又はFAXに住所、氏名（ふりがな）、年代、電話番号、イベント名を明記の上、お申込みください。
●錦秋の呈茶会
　内　容　山口邸の佇まいとともに抹茶と季節のお菓子をお楽しみください（学芸員の解説付、1席約20分）。
　日 時 11月11日（土）・12日（日）
　　　　　第1席 10：00～、第2席 11：00～、第3席 13：00～、第4席 14：00～
　場　所　山口蓬春記念館「桔梗の間」
　費　用　1席600円（当日の入館券は別途必要）
　定　員 1席6名
　協　力　葉山町茶道連盟
　申　込　２日前までに電話で氏名、希望日、人数をご予約ください。
　　　　　 ※イベント等は中止になることがあります。
　　　　　　 最新情報は当館ホームページ・SNS等をご覧いただくか、お電話にてお問合せください。

山口蓬春生誕130周年記念特別展

山口蓬春と福島
―その色褪せぬ美が伝えるもの―

① ② ③

①山口蓬春《春》昭和37年（1962） 第5回新日展 東京国立近代美術館蔵
②山口蓬春《陽に展く》昭和43年（1968） 第11回新日展 宗教法人霊波之光蔵
③山口蓬春《楓図　下図》昭和45年（1970）山口蓬春記念館蔵
④山口蓬春《榻上の花》昭和24年（1949） 第5回日展 東京国立近代美術館蔵
⑤山口蓬春《海辺華》昭和25年（1950）頃 株式会社ヤマタネ蔵
⑥山口蓬春《望郷》昭和28年（1953）第９回日展 個人蔵
⑦山口蓬春《望郷 小下図》昭和28年（1953） 個人蔵
⑧山口蓬春《望郷 小下絵》昭和28年（1953） 山口蓬春記念館蔵
⑨山口蓬春《夏果図(オランダ皿の静物)》昭和32年（1957）爽龍会第3回展
　松岡美術館蔵

　今年の10月で山口蓬春（1893 -1971）の生誕130周年を迎えます。
蓬春は生涯を通じて新しい日本画の創造に邁進し、一つの型にとら
われず実に多くの作品を生み出しています。特に疎開先の山形県
赤湯から昭和22年（1947）に風光明媚な神奈川県葉山に移り住んだ
蓬春は、戦争という暗い時代を払拭するような冴えわたる色彩の《山
湖》を発表します。西欧近代絵画の影響が顕著な同作品は福島の
裏磐梯で取材したものでした。彼の画業を振り返ると福島の自然を
題材にしている作品が実に多く見受けられます。モダンな作風が続く
昭和20年代最後に描かれた《青沼新秋》は、しばらく離れていた自然
の風景を題材にしており、奇しくも戦後の出発点である《山湖》と同じ
裏磐梯に取材しています。そして、昭和37年（1962）に制作した《春》
には、福島の飯坂温泉付近で写生した梨の大木が描かれています。
福島の地以外で取材した作品を含む四季の連作《春》《夏》《秋》
《冬（枯山水）》は、昭和40年（1965）に完成。同年には長年の画業の
功績が認められ文化勲章を受章しています。さらに昭和43年（1968）
の皇居宮殿正殿松の間杉戸《楓》や、最後の日展出品作となった
明るく輝くような向日葵を描いた《陽に展く》も福島で取材したもの
でした。節目節目の作品に東北・福島の地が選ばれたのは、東北に
先祖を持つ蓬春の同地への思いではないでしょうか。
本展では、蓬春生誕130周年を記念して、福島を取材した作品を中

心に、今なお色褪せぬ蓬春の美への追求について改めて振り返ります。

④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨




